
開発したデジタル
教材の特徴

【目的・目標】
本事業を実施することとした目的や、本事業を通じて目指
す目標について簡潔に記載ください。

【本頁の作成に当たっての留意事項】

・ 各項目について、灰色の吹き出しにおいて示
している内容を踏まえて、記載ください。

・ 本頁で示す各項目については、適宜文字や表
の大きさを変えるなどして、１頁で収まるよう記
載ください。

令和７年度ICTを活用した児童生徒等に対する指導の充実
（ICT端末における著作教科書活用促進事業） 取組概要

目的・
目標

⚫ 知的障害児の音楽科の授業で活用できる文部科学省著作教科書に準
拠したデジタル教材を開発し、専用のホームページに公開する。

⚫ 開発したデジタル教材の活用方法を実践研究し、書籍を刊行する。 【対象とする知的障害者用著作教科書】
本事業で開発するデジタル教材で対象としている知的障
害者用著作教科書の学部・教科・段階を記載ください。

【茨城大学】

対象とする
知的障害者用
著作教科書

小学部おんがく（☆、☆☆、
☆☆☆）／中学部音楽
（☆☆☆☆、☆☆☆☆☆）

【タイトル】
委託団体名を追記ください。

取組概要

【取組概要】
本事業での取組のうち、特に力を入れて取り組んだ点や
アピールしたい点、特色ある取組を中心に、取組全体の概
要を簡潔に記載ください。
また、関連する写真等があれば、積極的に掲載ください。
なお、写真・図の掲載や報告内容の分量に基づき、枠の幅
を調整いただくことは可能です。

①音楽教育の専門家と特別支援教育の専門家
のコラボレーションによる教材開発

＊楽器の奏法など専門的な指導方法をポイント解説
＊知的障害児がわかりやすい映像編集（イラスト作
成／テロップ等の挿入／注目すべき点をアップにし
た動画編集など）

教育
DX

②研究協力校（附属特別支援学校）とのコラ
ボレーションによる新しい音楽科の実践開発

＊特別支援学校学習指導要領に記載されている音楽
を形づくっている要素の整理と授業づくりの解説
＊障害特性に配慮する視点と音楽科の深い学びを融
合する実践研究の展開

深い
学び

有識者からの意見聴取

特別支援学校で試行的活用
＊一覧表のボタンをク
リックすると、デジタル
教材にアクセスできる。

デジタル教材の作成

開発するデジタル教材
の内容検討

＊使用頻度の高い楽曲を
選定し、デジタル教材の
内容を検討する。

鑑 賞

音楽づくり

歌 唱器 楽

身体表現

特別支援学校の実態調査

特別支援学校の音楽授業でデジタル教材の活用実態の調査

開発したデジタル教材を研究授業等で実践的に活用
し、改良する（学校現場からの意見収集を含む）

特別支援教育のICT活用に関する
専門家から助言を受ける

音楽遊び

障害特性をふまえて
わかりやすい教材を作成する

成果の公開
音楽科デジタル教材の公開（約200コンテンツ）

研究成果報告書（全2巻）の刊行
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【PDCAサイクルを活用した実用的なデジタル教材の開発および音楽科授業の実践研究】

文部科学省著作教科書に
準拠して教材を開発する



開発しているデジタル教材の概要

【本頁の作成に当たっての留意事項】

・ 各項目について、灰色の吹き出しにおいて示
している内容を踏まえて、記載ください。

・ 本頁で示す各項目については、適宜文字や表
の大きさを変えるなどして、１頁で収まるよう記
載ください。

令和７年度ICTを活用した児童生徒等に対する指導の充実
（ICT端末における著作教科書活用促進事業） 取組概要 【茨城大学】

【開発しているデジタル教材の概要】
本事業で開発に取り組んでいるデジタル教材の内容に
ついて、簡潔に記載してください。
その際、デジタル教材の仕様等が分かるよう、関連する図
や写真等を積極的に掲載ください。（写真の掲載枚数の
上限はありませんが、最低でも１枚は掲載していただくよう
お願いします。）
また、デジタル教材の開発の２年間の進捗状況も記載し
てください。

【タイトル】
委託団体名を追記ください。

【開発したデジタル教材の内容と特徴】

〇作成したデジタル音源と楽曲のイメージに合ったイラスト・
写真を同期させたデジタル教材の開発

〇プロ奏者による演奏を収録し、楽器の奏法を視聴したり、
鑑賞したりできるデジタル教材の開発

身体表現音楽遊び

弦楽器を用いた楽曲を取り上げ、プロ奏者による演奏を
収録し、鑑賞教材として使用できるようにデジタル教材
を作成した（写真⑧）。また、楽器をどのように演奏し
ているのかが知的障害児にもわかるように手元をアップ
にして収録した動画教材を作成した（写真⑨）。

写真⑨写真⑧

手遊びや身体を動かす楽曲を取り上げ、音源とイラストを
組み合わせて音楽科の授業で師範教材として使えるデジタ
ル教材を作成した（写真⑪／写真⑫）。

写真⑪ 写真⑫

郷土の音楽を学ぶデジタル教
材として沖縄民謡を取り上げ、
三線とエイサーに関する鑑賞
教材を作成した（写真⑩）。

写真⑩

鑑 賞

音楽づくり

楽器で演奏する楽曲を取り上げ、その音源を作成し、曲に合わせたイ
ラストや写真を作成・収集して、それらを同期させたり、歌詞を加え
たりしてデジタル教材を作成した（写真①）。また、楽器の持ち方や
音の出し方などの奏法を解説した動画を収録し、デジタル教材化した
（写真②）。このほか、打楽器を用いた合奏曲を収録して、音楽科の
授業で視聴できるようにした（写真③）

写真① 写真② 写真③

器 楽 歌 唱

曲に合わせたイラストや写真を作成・収集し、
曲の進行に合わせて音源とイラスト・写真・歌
詞を同期させて動画を編集した（写真④）。ま
た、プロの歌手に歌ってもらい、その音源及び
画像を収録した上で、曲の進行に合わせて歌詞
を付けて動画を編集した（写真⑤）。

写真④ 写真⑤

音楽づくりの方法がわかる
ように、生活のなかで使用
している物を使って音を出
す動画を作成した（写真⑥
／写真⑦）。

写真⑥ 写真⑦



【本頁の作成に当たっての留意事項】

・ 各項目について、灰色の吹き出しにおいて示
している内容を踏まえて、記載ください。

・ 本頁で示す各項目については、適宜文字や表
の大きさを変えるなどして、１頁で収まるよう記
載ください。各枠の大きさは変更いただい差し
支えありません。

【本事業の成果】
本事業を通じた成果について、具体的に記載ください。
定量的に成果を測ることのできる工夫をされている場合
は、その結果についても積極的に記載ください。

【課題と今後の展望】
本事業の実施を通して見えてきた課題や達成できなかっ
た課題について、具体的に記載ください。
また、それらの課題を克服するための今後の展望につい
ても、具体的に記載ください。

【タイトル】
委託団体名を追記ください。

令和７年度ICTを活用した児童生徒等に対する指導の充実
（ICT端末における著作教科書活用促進事業） 取組概要 【茨城大学】

課題
・

今後の展望

・今回のICT活用事業を通して開発したデジタル教材や、学習指導要領に沿った目標設定の方法を解説した書籍を刊行することで、知的障害児に
対して音楽科の深い学びを実現できる基盤が整った。ただし、知的障害児の実態に応じて、どのように音楽科のデジタル教材を活用することが効
果的であるのかといった細部にわたる授業過程の分析をすることはできなかった。知的障害児の音楽科の授業において、どのようにデジタル教材
を活用していくことが必要であるかという点については、今後も継続して研究していくことが課題である。
・研究協力校である茨城大学教育学部附属特別支援学校で、開発したデジタル教材を活用した授業実践を複数回、実施した。その際に教員から出
された意見を効果・成果として明らかにしたが、知的障害児が音楽科を学ぶ過程で深い学びをどのように実現したのかといった点については十分
に検討することができなかった。今後の展望として、デジタル教材を活用した音楽科の授業の中で、知的障害児が音楽の見方・考え方をどのよう
に働かせているのかといった学びの過程を分析し、知的障害児教育における教育DXと深い学びの関係を明らかにすることが期待される。

本事業の成果

開発したア
プリ等の
URL

【デジタル教材公開用ホームページ】https://www.edu.ibaraki.ac.jp/musicsne/

【実践研究報告書（電子書籍／無料）】https://hontoyutari.stores.jp

【開発したアプリ等のURL】
本事業で開発したアプリ等を閲覧・使用することのできる
URLを記載してください。（QRコードの掲載も可）

【実態調査】知的障害特別支援学校の教師に対して、デジタル
教材活用の実態を調査したところ、以下のような結果となった。
この結果をふまえてデジタル教材を開発した。

【デジタル教材の効果と意義】デジタル教材を活用した研究授業等の結果から、
デジタル教材を活用することの効果と意義が以下のように明らかになった。

【デジタル教材の開発・活用】200以上のコンテンツを作成・公開した。

【実践研究報告書の作成・公開】電子書籍（2冊）を公開した。

デジタル教材活用の効果・意義と使用する上での留意点

②曲想をもちやすくするために、
画像と音楽を合わせた動画教材
を視聴できるようになる。

③楽器の奏法や歌唱の方法がわ
かるようにポイント解説を視聴
できるようになる。

①教師が演奏しなくても教科書
に掲載されている曲を授業で流
すことができるようになる。

演奏する教師が必要なくなり、
一人ひとりの歌唱や器楽の指導
をよりきめ細かくできる。

曲想を意識した歌い方や演奏の
しかたを指導するための基盤と
なる。

教師が音楽の専科教員でなくて
も、歌い方や演奏のしかたの基
本を指導することができる。

音楽の見方・考え方を教師が意
識して指導できる音楽科の基本
知識と技能が必要である。

デジタル教材で使用している映
像が固定的なイメージ（曲想）
とならないように留意する。

あくまでも基本であり、子ども
によって歌い方や奏法を工夫し
て指導することは必要である。

効果

意義

留意点

https://hontoyutari.stores.jp/
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